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国土交通省東北地方整備局

最上川ダム統合管理事務所

ダムの洪水吐き付近に流木や塵芥が流入すると、取水及び放流設

備操作に支障をきたす恐れがあります。

昨年７月の洪水では、２５年分に相当する約１万空㎥の流木が一

度にダム湖（月山湖）に流れ込みました。（通常：約400空㎥/年）

副網場は、大量の流木が見込まれる場所や、延長の長いダム湖に

おける流木の滞留等を軽減するため、網場の多重化により流木をせ

き止める目的で設置するものです。

◆ 日時 ： 平成２６年６月２５日（水）１０：３０～

◆ 場所 ： 月山大橋公園（山形県西村山郡西川町月岡地内）

別紙位置図参照
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問い合わせ先

国土交通省 東北地方整備局 最上川ダム統合管理事務所

山形県西村山郡西川町大字砂子関１５８

電話 ０２３７－７５－２３１１（代表）

副所長（技術） 高橋 長幸 （内線２０４）

管理課長 髙橋 秀 （内線３３１）

下記のとおり、現地にて着手式を行い、西川町をはじめ関係する皆様に工事

内容の説明を行います。

※「網場」（あば）とは、浮きを連ねて網を張った設備で、流木などを止

める目的で、取水設備及び放流設備の上流に設置します。

寒河江ダム貯水池（月山湖）に

副網場を設置します
ふく あ ば

がっ さん こ

こうずいば じんかいりゅうぼく
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